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■
研
究
十
二
月
往
来
〈
407
〉

　
　〈
天
鼓
〉の
演
出
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

小
　
田
　
幸
　
子

 

五
流
現
行
曲
で
作
者
不
明
の
能〈
天
鼓
〉の
初
出
記

録
は
、
寛
正
六
年（1465

）三
月
九
日
将
軍
院
参
の
際

の
観
世
に
よ
る
演
能
で
、
式
三
番
お
よ
び
十
六
番
の

上
演
曲
目
中
、
音
阿
弥
が
演
じ
た
九
番
の
能
の
ひ
と

つ
で
あ
る（『
親
元
日
記
』）。
当
時
音
阿
弥
は
六
十
八

歳
。
亡
く
な
る
二
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

　〈
天
鼓
〉の
上
演
記
録
は
安
土
・
桃
山
期
以
降
も
多

い
方
で
、「
寛
文
書
上
」以
来
五
流
の
演
目
と
し
て
伝

え
ら
れ
て
き
た
。
室
町
後
期
頃
の
演
出
記
事
も
二
例

あ
る
。
ま
ず
、
金
春
禅
鳳
の『
反
古
裏
の
書（
一
）』に
、

大
口
袴
に
つ
い
て「
じ
ね
ん
こ
じ
・
果
月
な
ど
か
つ

こ
う
つ
事
、
て
ん
こ
な
ど
の
や
う
な
る
事
に
は
、
少

ち
い
さ
き
よ
し
」と
記
す
。「
羯
鼓
台
」と
称
す
る
作

リ
物
に
設
置
し
た
羯
鼓
を
打
つ〈
天
鼓
〉を
、
腰
の
羯

鼓
を
打
つ〈
自
然
居
士
〉・〈
花
月
〉の
類
と
し
て
捉
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
少
し
小
さ
い
袴
に
す
る
理

由
は
、
シ
テ
が
少
年
役
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、『
舞
芸
六
輪
之
次
第
』に
は「
し
て
ハ
、
前
、

尉
。
常
の
こ
と
し
。
後
ハ
黒
頭
・
大
口
・
法
被
。
袖

な
し
に
て
も
、
小
袖
を
か
さ
ぬ
る
。
わ
き
、
大
臣
也
。

女
、
つ
れ
。
ま
へ
ハ
あ
り
。
つ
ね
の
ご
と
し
。
作
物

の
て
ひ
有
」（
適
宜
漢
字
を
宛
て
た
）と
あ
る
。
前
シ

テ
が「
着
流
シ
尉
」、
後
シ
テ
は
黒
頭
・
大
口
に
法
被

か
袖
ナ
シ
と
い
う
扮
装
と
解
せ
る
。

　
最
も
注
意
を
ひ
く
の
は
、
前
場
に
ツ
レ
女（
着
流

シ
）
が
登
場
す
る
と
い
う
傍
線
部
の
記
述
で
あ
る
。

こ
の
女
は
、
現
行
各
流
の
ワ
キ
の〔
名
ノ
リ
〕に「
王

伯
王
母
と
て
夫
婦
の
者
」な
ど
と
紹
介
す
る
天
鼓
の

母
親
・
王
母
役
に
相
当
し
よ
う
。
下
掛
リ
の「
車
屋
本
」

（
朝
日
新
聞
社
刊
、
日
本
古
典
全
書『
謡
曲
集
』所
収

本
文
）に
よ
る
と
、「
彼
者
の
父
母
を
め
し
て
打
た
せ

ら
る
べ
き
と
の
勅
定
に
ま
か
せ
」と
、
両
親
が
宮
中

に
呼
ば
れ
る
設
定
と
な
っ
て
お
り
、
ワ
キ
は「
い
か

に
此
屋
の
う
ち
に
王
伯
王
母
の
渡
り
候
か
」と
呼
び

出
す
。
シ
テ
は「
重
科
の
者
の
父
母
な
れ
ば
、
か
や

う
に
た
ば
か
り
め
し
よ
せ
ら
れ
て
、
重
ね
て
う
し
な

は
れ
ん
為
に
て
ぞ
有
る
ら
ん
」と
、
夫
婦
と
も
に
死

罪
を
蒙
る
の
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
鼓
が

鳴
っ
た
結
果「
老
人
夫
婦
に
は
数
々
の
宝
を
あ
た
へ

ら
る
べ
き
也
」と
夫
婦
に
褒
美
が
与
え
ら
れ
る
。
現

行
観
世
流
に
は
無
い
母
親
を
含
む
上
記
テ
キ
ス
ト
の

本
文
の
い
く
つ
か
は
、
現
行
下
掛
リ
台
本
に
も
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

　「
天
か
ら
降
っ
た
鼓
が
胎
内
に
宿
る
夢
を
見
て
出

生
し
た
」と
い
う
の
だ
か
ら
、
物
語
上
の
母
親
の
役

割
は
軽
く
な
い
し
、
帝
に
召
さ
れ
た
娘
が
胡
国
に
送

ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆
く「
は
く
ど
う
・
王
母
」

夫
婦
が
前
シ
テ
・
前
ツ
レ
と
し
て
登
場
す
る
先
行
曲

〈
昭
君
〉を〈
天
鼓
〉の
作
者
が
参
照
し
た
可
能
性
も
あ

る
。
こ
れ
ら
テ
キ
ス
ト
上
の
設
定
と
、
前
ツ
レ
が
登

場
す
る
演
出
記
事
を
つ
き
合
わ
せ
る
と
、「
天
鼓
の

死
を
嘆
き
、
帝
の
威
勢
に
恐
れ
、
鼓
の
音
に
安
堵
と

悦
び
を
覚
え
、
息
子
の
弔
い
を
約
束
さ
れ
た
う
え
で

宝
を
給
わ
る
」と
い
う
起
伏
に
富
ん
だ
展
開
を「
両
親

が
と
も
に
経
験
す
る
」点
こ
そ
が
作
者
の
意
図
だ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
一
曲
の
主
題
に
関
わ
る

構
想
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
母
親
の
も
の
と
想
定
さ

れ
る
台
詞
は
全
く
無
い
う
え
、
鼓
を
打
つ
の
は
父
親

一
人
で
あ
っ
て
、
他
の
演
出
資
料
に
は
前
ツ
レ
が
登

場
し
た
痕
跡
は
皆
無
で
あ
る
。
作
者
の
書
き
込
み
不

足
で
あ
り
、
当
初
の
演
出
も
早
く
に
失
わ
れ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
原
作
当
初
は「
姥
」だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い（
竹
本
幹
夫『
観
阿
弥
・
世
阿
弥
時
代

の
能
楽
』所
収「
天
鼓
」参
照
）。

　
次
に
取
り
あ
げ
た
い
の
は
、
作
リ
物
と
関
わ
る
演

出
で
あ
る
。
羯
鼓
台
だ
け
を
正
先
に
置
く
観
世
流
と
、

脇
正
面
の
一
畳
台
の
上
に
羯
鼓
台
を
置
く
金
春
流
の

二
つ
が
、
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
は
共
存
し
て

い
た
。
両
方
の
演
出
に
つ
い
て
詳
し
い
寛
永
期
の『
岡

家
本
江
戸
初
期
能
型
付
』（
藤
岡
道
子
編
）の
記
事
を

抄
出
す
る
。

か
つ
こ
の
臺
、
初
ニ
出
し
、
ぶ
た
ひ
先
つ
め
て
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真
中
に
置
。
又
、
金
春
に
ハ
、
臺
を
出
し
、
其

上
に
か
つ
こ
の
臺
を
く
也
。
ば
ち
、
腰
縄
に
は

さ
み
て
置
。
又
下
に
も
置
も
す
る
。
但
、
金
春

の
臺
ノ
置
所
、
ぶ
た
ひ
真
中
よ
り
右
の
方
、
ぶ

た
ひ
先
つ
め
て
ハ
お
か
ぬ
也
。
ぶ
た
ひ
先
二
尺

程
あ
け
て
置
也
。
皇
帝
の
王
の
や
た
い
置
所
同

前
。

　
こ
の
記
事
か
ら
、
観
世
で
は
羯
鼓
台
を
正
先
に
置

く
の
に
対
し
て
、
金
春
は
脇
正
に
、
舞
台
先
か
ら
二

尺
ほ
ど
後
ろ
に
台
を
置
い
た
上
に
羯
鼓
台
を
設
置
し

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
前
後
の
シ

テ
と
も
に
羯
鼓
を
打
つ
演
技
に
差
が
生
じ
、
た
と
え

ば
観
世
の
前
シ
テ
は
羯
鼓
を
打
っ
た
後
、
そ
の
場
で

「
バ
ち
を
捨
て
、両
手
に
て
、下
へ
ぺ
た
り
と
ゐ
て
泣
」

の
に
対
し
て
、
金
春
で
は
、
台
に
上
が
っ
て
羯
鼓
を

一
度
打
っ
た
後
、「
バ
ち
を
下
に
を
き
、
臺
よ
り
お
り
、

本
ノ
座
へ
行
、
下
に
ゐ
て
な
く
也
」と
い
う
動
き
に

な
る（「
本
ノ
座
」は
脇
座
付
近
ら
し
い
）。

　
後
場
の〔
楽
〕は
、
金
春
に
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
台
上
で
座
っ
て
、
合
掌
後
①「
臺

よ
り
お
り
て
ま
ふ
」、
②「
臺
ノ
上
に
て
一
二
段
ま
ひ

て
後
お
る
ゝ
事
も
有
」、
③「
臺
ノ
上
に
て
た
つ
ぱ

い
し
て
か
ら
お
り
も
す
る
」と
三
様
を
記
し
て
い
る
。

①
は
台
か
ら
降
り
た
後
に
舞
い
始
め
る
。
②
は
台
で

舞
い
始
め
、
一
～
二
段
台
上
で
舞
っ
た
後
に
台
か

ら
降
り
て
舞
い
続
け
る
。
③
は
①
か
②
の
替
の
型

で
、
達
拝
を
し
た
後
に
台
を
降
り
る
と
い
う
意
味

だ
ろ
う
。

　〔
楽
〕の
演
技
を
慶
長
元
年
の『
童
舞
抄
』に
つ
い
て

み
る
と
、「
楽
、
二
段
ほ
ど
、
台
に
て
舞
。
其
後
お

り
て
舞
也
。
急
の
な
き
楽
也
」と
あ
り
、
②
の
形
で

あ
る
。
台
上
で〔
楽
〕を
舞
い
始
め
、
途
中
で
降
り
て

舞
う
演
出
は〈
邯
鄲
〉に
類
似
し
て
お
り
、〈
天
鼓
〉が

〈
邯
鄲
〉の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

観
世
と
金
春
の
対
立
が
ど
こ
ま
で
遡
る
の
か
、
ど
ち

ら
が
原
作
に
近
い
の
か
、
決
め
手
と
な
る
資
料
は
な

い
。
た
だ
、
寛
永
期
に
は
①
が
主
流
と
な
り
②
は
替

の
扱
い
で
あ
る
こ
と
や
、〈
邯
鄲
〉ほ
ど
に
は
台
を
使

用
す
る
効
果
が
な
く
、
眼
目
の
羯
鼓
を
打
つ
演
技
が

中
央
を
離
れ
た
舞
台
の
左
手（
客
席
か
ら
見
て
）に
な

っ
て
し
ま
う
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
原
作
で
は
台
が

あ
り
、
や
が
て
台
を
置
か
な
い
演
出
が
生
ま
れ
た
と

想
定
し
て
お
き
た
い
。

　『
岡
家
本
江
戸
初
期
能
型
付
』に
は
、
興
味
深
い
記

事
が
他
に
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
後
シ
テ
は
観
世
が

「
扇
」を
持
つ
の
に
対
し
て
金
春
は「
唐
団
扇
」を
持
つ

こ
と（『
童
舞
抄
』で
は
扇
）、「
金
ニ
ハ
出
ハ
ニ
太
こ

有
。
観
に
ハ
太
こ
な
し
」と
後
シ
テ
登
場
楽
が
相
違

す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
演
出
の
問
題
と
し
て
は
、
前
後
の
シ
テ
の
扮
装
や

間
狂
言
の
形
式
も
重
要
だ
が
、
小
稿
の
最
後
に
観
世

流
の
替
演
出「
弄
鼓
之
舞
」に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を

参
照
し
つ
つ
、
常
の
演
出
と
変
わ
る
箇
所
を
ま
と
め

て
お
く
。

イ
、
大
小
楽
が
太
鼓
入
の
盤
渉
楽
に
な
る
。
型
も
変

わ
り
三
段
過
ぎ
て
か
ら
橋
掛
リ
一
ノ
松
へ
行
き
、
羯

鼓
を
見
込
み
、
舞
台
へ
戻
っ
て
羯
鼓
を
打
ち
、
台
を

廻
る
。

ロ
、
前
シ
テ
の
登
場
の
段
を
省
略
し
、
ワ
キ
が
王
伯

を
呼
び
出
す
と
こ
ろ
か
ら
開
始
す
る
。

ハ
、
前
シ
テ
が
常
の「
着
流
尉
出
立
」
か
ら「
白
垂
・

唐
帽
子
」に
変
わ
る
。

　「
弄
鼓
舞
」は
、
山
中
玲
子
氏
の
一
連
の
小
書
研
究

に
よ
る
と
、
十
五
世
観
世
元
章
の
考
案
に
な
る
演
出

で
、「
楽ガ

ク

ノ
三サ

ン

段
ダ
ン
ノ
ヲ
ロ
シ

下
ニ
又マ

タ

太タ
イ

鼓コ

打ウ
ツ

」（
観
世
文
庫
蔵

『
小
書
型
付
』）以
外
の
詳
細
は
不
明
な
も
の
の
、〔
楽
〕

だ
け
に
関
わ
る
替
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
後
、

テ
キ
ス
ト
の
省
略
や
扮
装
の
替
を
伴
う
複
合
的
替
演

出
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
類
似
の
替
演
出
と
し
て
、〔
楽
〕を
盤
渉
楽
に
す
る

「
盤
渉
」（
梅
若
・
宝
生
・
金
剛
）や
、
シ
テ
の
呼
び

出
し
か
ら
開
始
す
る
宝
生
の「
呼
出
」が
あ
り
、
全
体

と
し
て
、
前
場
の
テ
キ
ス
ト
を
短
縮
し
て
後
場
の
舞

を
ふ
く
ら
ま
せ
る
方
向
へ
と
、
力
点
移
動
し
て
き
た

こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
確
か
に〈
天
鼓
〉の
魅
力
は
、
後
場
に
集
約
さ
れ
て

い
る
。
少
年
天
鼓
は
、
妙
な
る
音
を
奏
で
る
鼓
の
精

霊
で
あ
り
、
も
と
も
と
天
界
に
所
属
す
る
存
在
で
あ

ろ
う
。
い
っ
た
ん
は
、
人
間
界
で
苦
し
み
を
経
た
も

の
の
、
帝
に
何
の
恨
み
も
な
く
、「
は
や
は
や
鼓
を

仕
れ
」と
言
わ
れ
る
と「
嬉
し
や
さ
て
は
勅
諚
ぞ
」と

嬉
々
と
し
て
鼓
を
打
つ
。〈
藤
戸
〉と
の
類
似
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、〈
天
鼓
〉の
設
定
は
民
話
や
童
話
の

よ
う
な
趣
を
持
ち
、
現
実
的
な
出
来
事
か
ら
は
遠
い
。

七
夕
の
宵
、
空
に
は
天
の
川
が
か
か
り
、
地
上
に
は

川
波
が
打
ち
よ
せ
る
な
か
、
遊
び
戯
れ
る
天
鼓
の
姿

は
、
天
と
地
を
つ
な
ぐ
音
楽
の
化
身
の
ご
と
く
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
能
・
狂
言
研
究
家
）

　
　
　
　
　
　
　


